特定非営利活動法人 産学連携学会 秋季シンポジウム
「設立10年を前に産学連携学を考える」

本学会は、設立時に3つの活動方針の軸を立て、「地域産学官連携の知的支援」や「産学官連携の実務内容・職能の確立と人材育成」などに優先して取り組んで参りました。設立10年を前にして、学会本来の中心的課題として再度、産学連携学の確立について全員参加の議論を始めたいと思います。産学連携は学になるのか？とか、産学連携学は何をもって社会に貢献できるか？等、多くの疑問を持つ方々がある中で、知的基盤社会に必須の社会活動・施策・立国政策としての産学連携を対象事象とする「産学連携学」について、先ずは包括的に議論をしたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
開催日時：平成22年11月27日（土）13:00～19:00
（シンポジウム：13:00～16:50、意見交換会：17:30～19:00）
開催場所：【シンポジウム】早稲田大学理工学部63号館201教室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〒169-8555 東京都新宿区大久保3-4-1）
【意見交換会】早稲田大学本部20号館 大隈会館1階 レストラン「楠亭」（予定）

後援：研究・技術計画学会、日本ベンチャー学会
プログラム：

司会進行：小川　薫氏（本会理事、岩手大学地域連携推進センター准教授）
13:00～13:05　主催者挨拶

　　　　　　   伊藤正実氏（本会会長、群馬大学共同研究イノベーションセンター教授、知的
財産戦略室長）
13:05～13:10　問題提起
北村寿宏氏（本会理事、島根大学産学連携センター教授）
13:10～13:50　基調報告「産学連携学会としての取組経緯と学確立への道程」
湯本長伯氏（本会理事・名誉会長、九州大学産学連携センター教授）
（休憩15分）
14:05～16:40　パネルディスカッション
「関連学会の現状と取り組み」
パネリスト  　    渡部俊也氏（日本知財学会理事、東京大学先端科学技術研究センター教授）
　　　　　　　    池島政広氏（研究・技術計画学会会長、亜細亜大学大学院アジア・国際経
営戦略研究科委員長・教授・前学長）
　　　　　　　    柳　孝一氏（日本ベンチャー学会副会長、早稲田大学ビジネススクール・
大学院商学研究科教授）
　　　　　　　    中嶋聞多氏（地域活性学会副会長、法政大学大学院政策創造研究科教授）
　　　　　　　    伊藤正実氏（前掲）
コーディネーター  湯本長伯氏（前掲）
16:40～16:45　まとめ　川崎一正氏（本会副会長、新潟大学地域共同研究センター准教授）

16:45～16:50　閉　会　小川　薫氏（前掲）
17:30～19:00　意見交換会
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・JR山手線（高田馬場駅 徒歩15分）、西武線（高田馬場駅 徒歩15分）、地下鉄東京メトロ（副都心線 西
早稲田駅 直結）、（東西線 早稲田駅 徒歩22分）
	・バス(新宿駅西口 - 早稲田)、(高田馬場駅 - 九段下、都立身体障害者前下車)

	・http://www.waseda.jp/jp/campus/okubo.htmlをご覧下さい。意見交換会会場の地図は当日出席者に配布します。



産学連携学会本部事務局（担当 森島、阿部）

------------------------------------------------------------------
〒182-0026　東京都調布市小島町1-11-6エンケ102
 （株）キャンパスクリエイト調布ブランチ内
TEL：０４２２－４０－２０６６　FAX：０４２－４９０－５７２７
E-mail：j-sangaku@j-sip.org
申 込 書（FAXまたはE-mailにて上記宛に１１／２０（土）までにご送付下さい。先着順）
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	参加・不参加


お問い合わせ


お申し込み





※シンポジウムはどなたでも無料で参加できます。


但し、シンポジウム終了後の意見交換会（17:30～19:00）は会費として4,500円いただきます。














